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＝）はじめに

附属学校における教育研究が，その内容を教育界へ発表し，教育界発展への参考資料を提供す

るという意味をもっている限り，「発表」という責任ほある。

しかし，「発表」にとらわれて，ジャーナリスチックになったり，教室から遊離しては徒労に

終るおそれがある。

したがって，現場での教育が教育研究会によって，たかめられ，次への段階を上るためのステ

ップになるような形の教育研究会のあり方について，教官団として模索をした過程を紹介して，

御参考に供したいと思う。

以下ほ本校における教育研究会へのとりくみ方を，校内研修会において，第一回教育研究会実

施以後の報告書とその討議の内容を中心にしてまとめたものである。

（2）教育研究会のねらい

教育研究会をもつにあたって，本校でほ単なる形式的な発表会に対する批判は以前より強く，

実質のともなう研究会の形態をどのような形にするかが，問題の焦点となっていた。

昭和48年9月28日に，研究部提案として

「本校教官による公開研究授業をなるべく近い将来において実施する。」

が教官会議に出された。

その提案のねらいほ，次の2点であった。

10 本校の教育内容の充実のため

20 組織的なとりくみを通して，本校のあり方を検討する

本校の教育体制にほ，次のような特徴がある。

中・高一貫教育（中から高への進学，教官の人事面等で中。高のワクがない）

男子校（中。高とも，共学制ほとらない）

小規模校（中．1学年3クラス120名，高．1学年4クラス160名）

このような現状の中で，組織的な研究体制づくりを通して本校の問題点がとりあげられていく
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と考えたのである。

以上のようなねらいと期待をもって，上記のような提案を行ったのであるが，それからほ，教

官会議を何度かくり返しながら，理解を深め協力をたかめていった。

結果として，昭和48年11月30日の教官会議において，賛成絶対多数で決定された。

研究部としてほ，「付属学校だから研究会を開くのほ当然である」というような観念的なとら

え方でほなくて，自分自身の存在から見直そうとしたのである。

学問・教育の研究は本来，自主的。自発的なものである。生徒への教育的愛情のない教師集団

に教育研究のパッションがおきるほずほないのである。

したがって，付属校であるというような条件だけで，研究を強制することでほ内容の豊かな研

究を期待することほできない。

討議の過程で出された問題点ほ次のようなものであった。

（∋研究条件の不備（予算。設備等）

① 労働条件の問題

（彰共通テーマ設定の可否

（各教科で独自の研究は既に，すすめられており，その研究と共通テーマとの関連によっ

てほ，現在の研究が阻害されうるので，どのように調和をとるか。）

（杏 日常の教育活動との関係

（教育実験は必要でほあるが，準備が不十分であったり，計画が過重であると，日常の教

育活動が低下するおそれがある。）

㊥ 生徒の質の問題

（入試制度ともかかわる，本質的な問題であるが，生徒の質が他の学校と同質でなければ

実験結果も資料としての意味がない）

以上のような点について話し合うことによって，今後，本校として解決すべき問題とその重要

度が明らかにされてくることを期待したのである。

このように，研究の組織化の中で，49年度の教育研究会の方向が定められていったのである。

（3）49年度教育研究会開催までの過程

48年度に決定した提案事項を49年度に実施する方向で進めた。

49年度教育研究会の方向ほ，「教約数育の原点に立ち返って」今後の教育推進のエネルギー源

をくみあげることをねらいとした。

「教育の原点」とは「教室」であると考えたので，その中から問題をほりおこせば，本校の特

殊性をこえて，全国的な意味で教育の当面する共通問題にぶつかるものと予想した。

まず，国民の教育権の問題の手がかりとして，保護者に対してほ

「附属駒場教育に関するアンケート」（別表1）

－ 4 －



つぎに，教官に対してほ，教科指導の問題点をとりあげるために

「カリキュラムに関するアンケート」（別表2）

の回答を依頼した。保護者よりの軌扱率ほ87％の高率であって，保護者の教育に対する期待の大

きさに驚いた次第である。

（回収に当ってほ無記名で担任を通さなくとも郵送できるように，学校宛の住所を印刷した封

筒を渡し，回収そのものも自由にして，回収状況も保護者の教育に対する関心の程度を知る手

がかりの【mふつとした。）

以上2つのアンケートの整理だけでも，時間と労力の消費は大変なもので，今回ほこれ以上の

調査ほおこなわないことにした。

この2つのアンケートを通し，本校の教育についての再点検をすることにしたのである。［司収

率の高かったことほ，結果についても，相当の期待がもてると思っている。

以上のような準備を行う一方，本校でほいままで，個人研究，教科ごとの研究では可成りの成

果をあむヂ，注目されているものも少なくないし，教授内容も革新的で，卒業生から卒菜後も役に

立つという評判の高い教科も多い。

このような教師の力を組織化すれば，自動的に教育研究ほ進むものと判断した。したがって，

研究部ほ研究組織を研究推進のレールの上にのせることが仕事であると考え，その準備。運営の

組織ほ下図のような形をとった。

壬教官会議
1憲

教科主任会

（運営の主体）

1†

」、

…教科 全売

教科主任会で決定したことを提案

提 案
→

決定

研 究

＿A

以上のように，教科主任会が企画。運営の中心となり，教科会での主体的な討議によって，計

画の具体化をすすめた。

これほ，教科指導の中心ほ教科会にあると考えたからである。一人の教師の窓意的な計画や対

外的な活動だけで，校内にほ影響のない，いわゆる，教育研究を封じようとしたのである。

現場の理解の得られない研究では，広く，一般の学校の参考などになるわけはない。

以上のような考え方で，教科会の活動をたかめるような形で準備をすすめた。

以下に，その記録をあげておく。

1．48．9．28 教官会議に提案

「本校教官による公開研究授業をなるべく近い将来において実施する。」

2．48．11．30 教官会議にて決定

賛22，反2，自7（32名出席）
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3．48．1．10 教官会議に提案

「研究会運営の形態ほ

研究部（研究会係）が立案，教科主任会が審議。運営の中心となり，教科会議の討議を経

て実施する。」

以上の通り決定

4．49．4．26 第1回教科主任会

運営方法の検討，今年度の研究会のもち方についてのアンケート依績

5．49．5．17 第2回教科主任会

・各教科会におけるアンケート結果の分析

・教科主任の研究会における位置づけの確認

6．49．6．14 第3回教科主任会

研究会の形式決定

中学全クラス対象公開授業2時間

父兄の参観，以後父兄との討議

以上の経験をもちより，午後，教官の研究討議

7．49．7．19 第4回教科主任会

公開授業の各教科毎の時間割当決定

研究会の資料作成（アンケートの整理）

アンケート整理担当 カリキュラム関係（各教科主任）

委 員 父兄対象（各教科1名ずつ）

8．49．9．9 第5回教科主任全

力リキュラム調査依療

アンケート用紙内容検討

9．49．9．20 父兄へのアンケート用紙配布

10．49．9．27 教官会議

日程案を審議。決定

11．49．10．5 教官会議

研究会運営の役割分担決定

12．49．10．7 第6回教科主任会

アンケート結果検討

問題点を整理し，研究会の討議のテーマを作る。

13．49．10．14 教官会議

中問報告

。各教科の授業内容

。アンケ～ト整理の状況
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についての報告を行なう。

14．49．11．3 第7回教科主任会

最終打合せ。

15．49．11．8 教官会議

最終打合せ。

交通関係のストライキのため，予定ほ11．15であったが11．18に延期，さらに，再延長して

11．25実施に決定。

16． 49．11．25

教育研究会実施

以 上

当日までの本校の動きほ上のような状況であった。

（4）49年度数育研究会当日の運営について

当日のスケジュールについてほ（別表3）の通りであるが，大別すると3部に分けられる。

第1部

公開授業

参観者 328名（360名中）で出席ほきわめて良好である。

現在，校外における学習が社会問題となっている，その主たる原因は学校における授業に

対する不信感であると思われる。

学校における学習と塾・家庭教師による学習とほどうちがうのか，そのねらいはどこにあ

るのかを具体的に参観を通して，父兄の理解を得ようとしたのである。

本校においても例外でなく，中学の段階から，塾や家庭教師につく生徒がふえており，父

兄の良識に訴える必要がある。

とくに，これが学校の生活に影響をするときにほ問題としなければならないと思われるの

で，その点を考えたいと思った。

第2部

父兄と教師との話し合いの会

自分の子供の学習成績を向上させるためにほどうしたらよいか，という形でのみ論じあうの

でほなくて，（別表1，別表4）にあるような「教科指導に関する調査」

（附属駒場教育に関するアンケーり

の結果を各人に配布してその中から，問題提起をして，本校の教育のあり方について話し合

いをしたいと考えた。

とくに，つぎのような点をとりあげようと考えた。

① 本校の学習指導に対する倍額度
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② 中。高一貰体制の教育への期待

⑧ 遅進生徒に対する処置

④ 校外における学習について

これらの点を授業を見た感想を通して，話し合えば，具体性が出てくるものと期待したので

ある。

時間は1時間半で，各学年毎に分かれて3会場へ集まり，教官も全員が3会場のどれかに

所属して，話し合いに参加した。

第3部

教官の研修会

午前中の経験の結果，今後の本校の研究方向を模索することをねらった。

その結果，来年度以降の研究テーマは本校の特色である中。高一貫教育を生かして，つぎ

のように決定した。

共通研究テーマ

「中。高教育の接点における問題点をさく、、り，具体的な対応のプランを創造することを目指

す」

44年中学，45年高校の指導要領が告示されたが，現場においては問題がきわめて大きい，と

くに，中。高のつながりで問題のあるところが少なくない。

幸い，本校でほ中・高一貫であるので，問題点の提起や，それの修正，対策についての実

験がやりやすいという点があるのでその点を焦点として，問題をとりあげ，拡大して，中。

高6ケ年の一貫カリキュラムを完成することをめぎしたのである。

（補）

さらに，P。T。A（本校でほ駒場会という）の協力もつぎの2点で得た。

（カ受付，接待

今後のこともあるので，その準備のた捌こ，場所の設定，人数，時間等について考える資

料を作るため，総務委員会より，6名の協力を得た。

⑧ 会報活動

編集委員会（駒場会報作成の委員）より中学関係父兄9名が各会場の様子あるいほ，父兄

の感想をインタビューしたりして，研究会の状況を参加しない高校の父兄にも会報を通して

紹介することに努力した。

（別表5）

以上のような活動が当日行われて，尚来賓としては，前校長前東京教育大教授，阿部又三氏の

来駕を得て，研究討議に参加をして頂いた。

当日のことについて，最後に，その記録をのせておくことにする。

〔研究会の記録〕

10 午前の会について
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① 時程：役員ほ8時20分，他は8時30分でほ時間帯が早すぎる，後にずらしてほどうか。

⑧ 参加のし方：自分の子供以外の場合も見せてもらいたいとの要望あり。可能である。

④ 会の性格：教師間で話しあえるので，今後，広く，他校教師も含めた，公開授業に発展

させることができる。

④ 要望：保護者会のときにも，授業参観をさせて欲しい。

20 午後の会について

（彰時程：時間の長短よりも，話の進め方に問題あり。

① 会のもち方：アンケートのまとめを報告するのでほなく， 問題点を出すよう研究部で要

話したが，十分果されなかった。問題の提起がその後の討論の時間内でテーマにで

きるような，事前の十分な取組みが必要。

30 今後の取組みの方向

① アンケート結果の活用を掘りさげる調査が必要である：指摘された問題点に関してアン

ケートの結果を土台に，さらに，問題点の掘りさげをねらったアンケートを行な

う。

⑧ 保護者への報告をすべきである。

「アンケートの詳しい結果」ほ教官会議の了解が得られれば発表すべきである。

④ 来年の公開研究会

i時期ほ11月20日前後の金曜日

iiテーマほ「事後指導。評価」「厳しさ」「塾通い」

iii会の性格ほ，教師間で研鎖しあえる公開授業。

④ 三学期の研修会テーマ

「自主編成」とりわけ「中。高カリキュラムの接点」

40 午後の研究会の討議の時間に出た意見

① 試験後の事後指導。評価をとりあげるべきである。

理由：600に近い保護者の声（したがって生徒の声）があり，個々人が自分の学力の弱点

を把捉できない悩みを訴えている。

⑧ 駒場の教師中には「厳しさがない」という多くの声をどううけとめるか。

a．授業内容が緻密でなく，雑であるという批判だ，教材研究の準備が不十分である。

b．出席をとらないような教官の姿勢

授業参加者がクラスの1／如こなってもそれを打開しないような教官の姿勢

ざわついても注意しない

など生活指導面における教師の姿勢が問題である。

C．教科指導の不十分さと生活指導の不十分さと二側面がある。この二つの側面を充実す

べきである。

研究部長一学習内容。学習指導の問題が十分とりあげられなかったのは残念である。
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教官のカリキュラムに関するアンケート結果でほ，どの教科も「自主編成」の必要を感

じている。

三学期の研修会で「各教科のカリキュラムの実態と問題点」をとりあげたい。

以 上

（5）実施後の反省

（A）運営に関するもの

10 組織についてほ現在の組織を用いる場合と新たな実行委負会を作る場合とがあるが，今回

ほ前者をえらんだ。この方が現状改革への問題提起になりやすく，適切であった。

20 全教官の協力がなくてほできないものであったが，予想をほるかにこえる協力があった。

これほ研究部としても，感激するだけでなく，今後，組織化への道づくりをする必要に迫ら

れている。

30 父兄の関心も高く，アンケートの回収・会報へのインタビューの結果より好印象と期待を

もっているものと思われる。

40 今回のねらいとして，教科会の活動が清澄になるように，期待していたが，まだ，十分と

ほいえないようである。

（B）教育内容に関するもの

10 アンケートの結果についてほ，研究部の判断でほなく，全教官の討議の結果によって，共

通の認識が生じることを期待しているが，それまでの幾会が作られていないことほ残念であ

る。

校内研修会のみならず，各／ミートの話し合いの資料にしてほしい。

20 保護者へのアンケートについて

この結果についての教官側の対応を父兄ほ期待している。今後，対応ほなるべく速やかに

考えるべきであると思う。

とくに，次の諸点について，対策や方針を示す必要がある。

（ア）中。高一貫教育体制の推進

（イ）教科指導の内容。方法。姿勢について

（ウ）遅進生徒に対する処置

（ェ）試験の事後指導について

（オ）校外における学習について

30 ヵリキュラム調査について

（別表6）の集計の結果より，教官の共通の問題点として，とりあげることのできるものほ

（ア）教材の自主編成

（イ）6ケ年一貫カリキュラムの作成
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である。これらの実現の方法ほいろいろ考えられるが，全教官がとりくみやすい方法として

ほ，焦点をしぼって，具体的な形でとりあげるべきで，それが50年度の共通テーマとして決

定されたことである。

40 入試制度について

教育研究，教育実習に関して，さけて通ることのできないものに，生徒の質の問題がある。

アンケートの中より，その意見をとりあげると

「本校に限っていえば，入試改革が先決であって，それを抜きにした教育研究ほ世間のもの

笑いになるのがおちである。」

という声に代表されるように，付属本来の姿になるように，生徒の質をかえることを期待

する声がある。

しかし，現状においても

「相当に程度の高い生徒に対してこそ，教育の第一次実験が行えるので，教育プランを直ち

に，一般の学校に適用する混乱を防く小ためにも，ある程度の質をもった生徒を集める必要が

ある。」

このようなことが必要であり，可能であるということなのである。

したがって，各教科の研究の方向に対して，生徒ほどうあるべきかという形で考え直すべ

きである。

50 勤務条件について

例えば，校内研修会の時間をとるにしても自由な討議をするには，時間が不十分である。で

きれば2～3日の合宿を行って，方向を出すことがよいと思う。

このようなことが困難な理由は2つある。外的要因と内的要因すなわち，制度上の問題と

教師の主体性の中にある問題である。後者についてほ，もっと大胆な討議によって，時間を

作りだすことができる。

60 外部との関係

本学でほ，付属ほ大学本部直属であって，学部付属になってほいない，このことほ自由に

すべての学部と交流して，指導。意見の交換ができるほずのものであるが，現実にほ必ずし

もそうでほない。

さらに，大学以外のレベルの組織とも形式的にほ各種組織に入っているが，実質的な活動

となると可成り，教科・個人によって差異がある。

このような点を組織としてどうするかが大きな問題となっている。

以上，今回の教育研究会実施にあたっての反省事項をのべておいた。

（6）む す

学問。教育の自由。主体性をのばすための組織とほどのようにあるべきものか，また，その道
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営ほどうあるべきか，という問題は大学の自治にもつながる大問題であると思う。

自由に流されて独善に走るか，そうでなければ，組織化のあまり，空疎な教育界的行事に終る

か，その調和ほ極めて困難なものである。

これを打破する方法の小一つとして，教師の教育に対する情熱があると思う。これが，問題解決

のエネルギーでほないかと思う。

率い，本校にほそのようなエネルギーほ，学校の民主的運営と生徒との交流によって保たれて

おり，これを突破口にして，一つのステップを踏みだすことができる。

50年度の研究の共通テーマ

「中。高教育の接点における問題点をさく小り，具体的な対応のプランを創造することを目指す。」

はきまった。われわれほ，この目標に向って，前進することを決めたのである。

来年度以降ほ誌上を通して，具体的なプランをお送りすることをお約束して，教育研究会誕生

の一過程を御報告したものである。
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別表1．附属駒場教育に対するアンケート

附属駒場の教育について

校

種

学

年

中 学

高 校

1 年

2 年

3 年

回答の記入のし方

該当する文字を○
で囲んで下さい。

① 本校の印象について

（回答用紙）

・各質問ごとに，述べてあることが，その通りであるとお考えのときは

⊂コの中に○印を，または違うとお考えならば×印を，どちらとも言

えないまたは判断できないときほ△印を記入しで下さい。

。質問グループの後に13か所自由回答らんの余白が作ってあります。こ

こには質問に関連して，お気付きになったこと，学校へのご意見等自

由にお書き下さい。

世間でほ本校をエリート校と呼び，受験校，大学予備校などという人もあるそうですが，貴

方ご自身ほどうお考えでしょうか。（‾下の項目から一つを選び出すのでほなく，

ごとに○×△のどれかを記入して下さい。以下どの質問についても同じです。）

1叫1⊂ニコ本校はエリート校である。

1…2⊂コ本校ほ大学受験教育を目指す学校である。

1－3⊂二】本校ほ世間なみの普通の学校である。

1－4［ニコ本校ほ生徒の個性を尊重し生徒自主性を伸ばす教育を目指している。

w一つ一つ質問

関連してご意見ご希望を自由にお書き下さい。

② 中高6年制の教育について

中学・高校を通して6年一貫教育を行い得る本校の実情についてどうお考えでしょうか。

2－1⊂二〕本校でほ高校進学ほ保証されているけれども，その他の面で中学。高校一貫の教育体

制を充実すべきである。

2－2こコ中学。高校各3年の教育計画を独立させて，それぞれの段階で内容を充実させ効果を

挙げるよう努めるべきである。

2－3［ニコ 6年制で生徒に有利なことほ高校入試に煩わされなくて済むことであるが，このため

に出来る余裕で正規の課程以外の科目を設けて，生徒の教養を高めることを目指すがよ

い。

2－4⊂ニコ上の項目のような余裕で，高校課程の内容を繰り上げて中学で学習させ，将来大学受

験に有利な態勢にすすめるのが良い。
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ご意見ご希望等

（串本校教育の改善点について

本校の教育の現状から見て，

3－1⊂コ

3”2［コ

3－3［ニコ

3w4⊂コ

3－5⊂コ

改善の必要を強く感ずるのほどんな点でしょうか。

「教科の指導のし方」について改善すべきである。

「生徒個々の学習に関する学校の指導」について改善すべきである。

「生徒の悩みに関する学校の指導」について改善すべきである。

「生徒の教科外の生活面に関する学校の指導」について改善すべきである。

「生徒の学校外の生活面に関する学校の指導」について改善すべきである。

3－6［ニコ子供の教育ほ学校に要せたい。

ご意見ご希望等

（力投業について

学校の様子についてほ生徒を通してまたほその他の接触によって知らさ涼lておいでのことと

思いますが，本校のふだんの授業の様子について感じておいでのことをおきかせ下さい。

4…1⊂コ授業内容が高すぎる。もう少し程度を低くして世間並にすべきである。

4－2⊂ニコ本校の生徒の能力に較べて内容程度が低すぎる。もう少しあげてもよいと思う。

4…3［＝コ教官の授業中の態度ほ生徒に対して厳しい。

4…4⊂ニコ授業時ほ自由な雰囲気で良いが生徒を甘えさせ過ぎるような放任的な授業ほあらため

てほしい。

4”5［二二］家庭学習の要求（宿題，レポート提出，予習，復習等）が多過ぎるようである。

ご意見ご希望等

① 生徒の学力差に応じた指導について

5－1［ニコ成績の優劣ほ指導の良否，集団の質に無関係に生じるものである。

5－2［ニコ現状の傾向ほ，成績の良い著にあわせた授業だからおくれた生徒が犠牲になっている。
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5¶3［ニコ授業ほおくれた生徒が出ないように指導すべきで，そのた捌こ進んだ生徒が少々足踏

みするのほ仕方がない。

5叫－4⊂コ本校でほ遅れた生徒に対する補習的な指導が行き届いている。

5叩≠5［ニコ現状の傾向は成績のおくれた生徒を配慮した授業が進められているので，進んだ生徒

が犠牲になっている。

5叩6［ニコ生徒ほおくれないように勉強すればよいのだから小数のおくれた生徒のために他の生

徒の学習を停滞させてほいけない。

5－－7［ニコ本校でほ進んだ生徒に対する助言指導が行き届いている。

ご意見ご希望等

⑥ 試験について

6叫1［ニコ本校でほ試験の回数は少なすぎる。

6叫2［二］各科目ごとに試験をもっとやってほしい。

6－3［ニコ試験をへらしてレポートにしてほしい。

6仙4⊂コ試験，レポートをへらして，生徒がのびのびと学習するようにさせて欲しい。

6仙5［ニコ試験の講評及び事後指導を徹底させて欲しい。

ご意見ご希望等

径）成績通知について

7－1［ニコ子供の生活をのびのびとさせることが大事であるから指導の必要な場合を除いて，一

般にほ成績の通知は不要である。

7叩2［コ試験の結果や学期成績，学年成績等を点数で知らされるだけでほ子供の学習の様子が

よくわからない。点数にかわるもっと別の良い方法を考える必要がある。

7叩3［二二］子供の成績としてほ，学級や学年の中での席次や位置づけなどほどうでもよい。どこ

が学習の弱点か，今後学習をどう改めていけばよいか等のことがわかればよい。

7－4［ニコ成績通知を見て，子供に注意を与える場合ほどんなときですか。

（たとえば，どんな科目の成績が悪いと気になりますか）

ー15
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桓）進路指導について

高等学校における進路指導ほ生徒指導の重要な一一環ですが，このことについておきかせ下さ

い。

現生の学年ほ芸皇二二毒年（昌品莞妄葺告姦笑eて下さい）
8仙1現在希望進路ほきまっていますか。

イ．［ニコ本人ほきまっている。

ロ．［ニコ親としてほきまっている。

ハ．［ニコ本人，親とも合意してきまっている。

⊂コ全然き奮っていない。

その他，ご意見欄

8－2 進路をきめる時期ほ何時頃がよいと思われますか。（○印でかこんで下さい。）

中1．中2．中3． 高1．高2．高3．

8w3 進路のきめ方ほどのようにさせるおつもりですか。（どれか一つに○をつけて下さい。そ

れに含まれないときほ下の［ニコにおかき下さい。）

イ．⊂ニコ子供の希望にまかせる。

ロ．⊂コ親の希望にそぁせるように話し合う。

ハ．［ニコ親の希望のワク内で本人の希望にまかせる。

［二］学校の先生方の指導にまがせる。

その他，ご意見欄

8－4 学校の進路指導について

イ．⊂コもっと積極的に進路指導をして欲しい。
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lコ

ノヽ

その他

［：ニコ現在のままでよい。

［ニコ学校はあまり進学についてふれてもらわなくてよい。

⊂コ担任によって差があるので，学校，学年等でまとまってやってほしい。

8｝5 学校の受験準備指導について

イ・⊂コ受験勉強は自分でやればよいから学校でやらなくてよい。

P・⊂コ現在の程度の指導ほしてほしい。

ハ・［二］もっと受験準備指導をしてはしい。

受験準備指導の時期について

イ・⊂コなるべく早い方がよい。

ロ．［＝コ高2文化祭以後がよい。

ハ・［ニコ高3になってからでよい。

その他，ご意見欄

8〟6 受験準備が現在の高校教育を歪めているといわれていますが，それについて。

イ．［二］歪めていると思う。

P．［二］それほどでもないと思う。

ハ．⊂コ歪めていない。

。歪められていると思う方は歪められている面はどんな点だと思われますか。

8州7 受験が現在の高校生活に大きな影響を与えているといわれますが，子達がその中でおくる

青春時代に何を経験させたいかおかき下さい。
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父親として

受験と学校生活について， 上のどれにも含まれないことがあればおかき下さい。

⑧ 学校外の学習について（予備校，塾，家庭教師等）

9－1⊂コ自分ほ現在子供にそのような学習をさせている。

9－2⊂二］今後適当な所があれば自分の子供も行かせたい。

9－3［二］この学校でまともな学習をうけていればそのような特別の学習をさせる必要ほない。

。教科によってちがう場合にほ下の（）におかき下さい。

必要のない科目ほ（ ）

必要のある科目ほ（ ）

ご意見ご希望等

⑲ その他

本校の教科の指導または教育全般について，どんなことを希望されますかご意見があればお

かき下さい。（たとえば，

制についての感想等）

親の教育に対する学校への希望，学校行事に対する感想，週休二日
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別表2．カリキスラムに関するアンケート

カリキュラムに関するアンケート

）料

教官名帆Ⅶ＿＿

No．1の作成に関して， 次のようなことが問題になると思いますので，それについて，御意見

をお聞かせ下さい。

記入法［］にほ賛成またほ実施の場合ほ○，そうでない場合ほ×，どちらでもない場合は△を

記入して下さい。御意見欄にほ○，×であらわせない内容を記入して下さい。

以上，御多忙のところ申しかねますが，教育研究会の資料として， なるべく充実させたいと思

いますので，御協力をお塀いします。

〔1〕教科書の使い方について（今年度）

1．［ニコ教科書だけを使って授業している

2．［ニコ教科書以外に市販の副教材を使っている

○の場合お答え下さい。

ア．［二ニコ授業中に教材として指導する

イ．［ニコ授業中にほ質問をうける程度で自習用としている

3．［＝コ副教材として自主製作のものを使っている

○の場合お答え下さい。

ア．［ニコ授業中に教材として指導する。その場合教科書との時間の割合ほ盲二二二二ニ

イ．［＝コ授業中にほ質問をうける程度で参考として用いる

4．［二］教科書ほ全く使用しない（授業中）

教科書の使い方についての御意見をお聞かせ下さい。

〔2〕新指導要領について

新指導要領が実施されて，高校でも2年目になりました，実践の体級等から御意見をお聞

かせ下さい。

1．改善されたと思われる点をあをヂて下さい

2．改善されていないと思われる点をあげて下さい

3．本校が実験学校として，指導要領改善のためにほたすことができる点がありますか

［ニコできる ⊂コできない
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できるとすればどんな点だと思われ資すか。

4．全体として前回よりも前進したと思われますか

［ニコ思 う ［ニコ思わない

御意見欄（〔2〕の中のどれでも結構です）

〔3〕教材の自主編成について

教育改革ほ世界的な流れですが，その中で現場の教材研究ほ各方面から注目さjlておりま

すが，とくに自主編成の問題についておうかがいします。

1．［ニコ本校では教材の自主編成が必要である

○の場合御記入下さい（理由について）

ア．⊂ニコ生徒の質が高いので教科書だけでほ時間が余るから

イ．⊂コ実験学校として教育界に対して資料提供の責任があるから

り．⊂コその他の理由

×の場合の理由

2．⊂コ自主編成はやりたいができない

○の場合，その理由について御記入下さい

ア．［ニコ勤務時間，条件等で無理ある

イ．⊂ニコ研究費が不十分で準備できない

り．⊂コ校内の研究組織が整備されていない（教科内，他教科）

エ．⊂コ校外の研究組織との連絡が不十分

その他，自主編成を進めていくうえでの御意見，御要望があれば御記入下さい

3．［ニコ今後本校としては教材の自主編成を学校としてとりあげるべきである

w
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○の場合その方向について，御記入下さい

A 対象について

ア．⊂二］進んだ生徒を対象とする

イ．［ニコー般の生徒を対象とする

り．［ニコ遅れた生徒を対象とする

B 指導要領との関連について

ア．⊂コ指導要領のワク内で考える

イ．［ニコ指導要領のワクほ無視してよい

C 研究組織について

ア．［ニコ本校教官のみによってやるべきである

イ．［ニコ大学，他の研究団体の協力を得るべきである

その他の御意見をお聞かせ下さい

×の場合はその理由をお聞かせ下さい

〔4〕6ケ年一貫カリキュラムについて

本校の研究テーマとしてあげられましたが，学校としてカリキュラムができてほいないと

思います。教育研究会を機会に推進していくことについて，お聞かせ下さい

1．⊂コ賛成である 2．⊂コ反対である

推進していくための問題点があります。以下にその点をいくつかあげましたのでお聞かせ

下さい

ア．⊂ニコ 6ケ年一貫についての理念をもっていない

イ．⊂コ高校で1学級入学させることがあるので，永腰を入れてとりくめない

り．［ニコ教科内の協力がえられない

ェ．⊂コ勤務条件が実施するには無理である

その他

3．［ニコ6ケ年一貫カリキュラムについてほ考え直すべきである（やめる方向で）

全般的な御意見があればお書き下さい
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程別表3
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別表4．アンケート結果（父兄）

教科指導に関する調査（回答の集計）

Ⅰ 調査の概要

1．調査実施の時期

2．調査の対象

昭和49年10月

附属駒場中学。高校の全保護者

3．調査の 目 的

本校の指導の現状と今後の改善の方向について， 保護者の飾りのない意見，希望

をまとめ，今後教官の同問題に関する検討に貴重な資料を得たい。

4．調査の方法

① 調査票を各家庭に届けて回答を求めた。

回答のしかたほ，所定の封筒に入れて厳封し，生徒の手に託して学校に届ける。または

直接学校に郵送する。

⑧ いずれの場合も，無記名とし封筒にほ学年と中高別のみ記す。

④ 内容は10項からなる。

イ 項酌ま小間からなり，小間ごとに○×△を記す。

ただし，問8の一部ほいくつかの分枝から選択する形式の問が混った。

ロ 項ごとに終りに自由回答欄を設けて，関連する意見・希望等の記入を求めた。

5．回収の状況

仙■叩WT壷 年■r【‾、回答数（人）…在撃莞ヂ数i回答率（％）

中 学 ；…蔓；；喜；；；…；
3

年盲
98 117 朗

高 絞

1 年 138 160 86

2 年 147 165 89

3 年 118 160 74

総 計‡ ‡ 725 き 838i
87
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別表5．会報（インタビェ…）

教育研究会に参加 し て

（編 集 部）

初冬の冷たく抜ける様な空に，黄ばんだわくら菓が舞っている。早朝にもめげず，公開授業に

集まった参観者ほ，瞬く間に各教室を埋め，熱心な眼差しが授業に注がれた。やほり英数国に関

心度ほ高く，特に国語は脚光を浴びて，その素略しい授業は，他教科の参観を忘れさせる程，父

兄を魅了した。体育のバスケットボール。理科実験，社会のスライド授業。生徒の個々の能力差

が際立たない授業ほ一様にリラックスして，楽しそうに見えた。

10時40分。父兄と先生の話し合いの会が始まる。会場に当てられた音楽室ほ，アンケート回答

率98％という驚異的数字に支えら凄lた父兄の熱気でむせる様だった。

先ず教頭先生の「父兄という素人目から見て，我々のやり方を批判して頂き，他山の石とし深

めていきたい。」という意味で始まる御挨拶で幕ほ開き，公開授業，アンケート担当の諸先生か

ら関連内容について懇切丁寧な御説明があり，続いて質疑応答に入ったが，既に余す所時間は幾

ばくもなく，画期的な研究会としては，あまりにも時間不足の感があった。「人間教育の充実」

「学習の内容量」等，切実な意見が父兄側から出たが，いづれも単発的で，核心をつくに弱く，

次々に新たな問題提起を生む発展性ほみられぬまま，30日の父母会に持ち越すという事になった

が，「隣らぬ子に…」と熱く解い，「一流」へのレール上を落伍せず薄進させたいと顕う親心は，

矛盾をはらんで揺れている。その調和はどういう形でとられてゆくのだろうか。それほ重く共通

な課題となって胸に残り惜しくも話し合いの会は養を閉じた。此以下，当日，父兄の声を拾っ

てみた。

◎体育のバスケットほ，体育館の広さ一ばいを使って実効的訓練で動作も機敏，師弟渾然融和，

整然と集団技能が練られ，参観が楽しかった。◎英語は呼吸がびったり合っていいが，基礎のみ

に終らず研究向上心が育つ様発展部分もほしい。教科書からほみ出して生きた英語も必要ではな

いだろうか。◎高度な内容で情熱的にく、、いぐいひっばってゆく国語。生徒が自主的に学習し，先

生の結論導入の仕方も仲々と感心したが，生徒間にあなた任かせの風潮もあるので，おちこぼれ

つつある生徒にも発言させて全員授業参加出来る様にしてほしい。◎数学ほ生徒一人一人の力を

しっかり把握して下さっているので生徒とも相呼応した授業ふんいきがみられ，豊かな御経験に

一層信頼を増した。公開授業ほよそゆき。普段のままの授業がみたい。◎教育ほ全て学校にお任

かせしたい。◎教約の輝かしい伝統の風土の中で，能力を最高に発揮し伸ばして頂きたい。◎中

高6年の一貫教育教育ほ果して，どういう形で，具体的に実践されているのだろうか。◎こまか

な問題は未解決に山積しているが，この研究会によって非常に父母側の認識ほ変り，学校との距

離感ほぐんと縮った様に思った。中一編集委員

「年に一度ほ授業参観を」と希望する中二父兄の声と，多少迷惑ぎみな生徒達の声を追ってみ
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たい。

生徒の感想（物理，柔術）

先生の教え方がいつもより丁寧でわかり易かった。その上広範閲にわたって進み方が速かっ

た。

いつもは3人位の生徒指名の応答だが，今日はお母さん達にもわかるように，先生がやさしく

授業して，10名位の指名でサービスしたのでほないかな。いつもの授業ほ難しいところが多い。

そのため真剣に聞きとろうとするので，今日とほ静かさの度が違う。

美術の先生の授業のすすめ方ほ殆んど変らない。でも皆の態度がいつもと変っていないだろう

かと考える方がおかしいでしょうね。

父兄の感想

はじめて授業を参観させていただき感動しました。殊に英語ほ，クラス全員のすばらしい進歩

に舌を巻きました。先生の懇切で，スピードのある説明質問に即答する生徒達。さすがに教駒。

これからが楽しみです。社会ほ，廃藩置県彼の明治初期政府の地租改定を江戸時代と対比させて

わかり易く説明して頂き，私自身，大変興味深く聞かせていただきました。指名された生徒達の

答も，本質的なものをよくとらえていたと思います。

今後も，年一度は是非こうした機会をお作りいただきたいと解っております。

美術の授業では，人物像をデザイン夙に描きながら，先生からその人物について等のお話を聞

くという授業でしたが，子供達の静かなこといつもこんなかしら，少しおとなし過ぎるなという

感じでした。

物理の方ほ質問に答えるという形の授業運びでしたが，担任のせいか，リラックスしたムード

も感じられて，まあ模範的な授業という気がしました。

ただ両方を通じて，何か経めているというか，うすら寒い感じ。これは母親の特殊な感じ方な

のか，男子校の雰囲気なのか，生徒の学習に対する熱気のようなものがあまり感じられないな，

という気がしました。

美術の授業ほ，■ぉ話がおもしろく楽しく参観いたしましたが，お話の中味が可成り濃いので，

生徒の集中力をさまたげないかと余計な心配がございました。別々にお時間がとれれば，と欲ば

ったことも考えました。

物理の授業ほ生徒が理解できているのか指名されても一人も分らないという答えがなく，よく

聞いていて静かな風景でした。毎学期一度位ほ授業参観を希望します。

国語の学習については不慣れな古文の学習でほありましたが，かなり予習がされていて，真剣

に取りくんでいるようで感心しました。私共の子供の家庭学習の様子が気になりました。

（中2 編集委員）

先生と父母の話合いを顧みて

駒場にとって初めての試みの授業参観二時間を終え，一同図書室に会して懇談会が行なわれた。

授業を担当された先生のお話の一端を紹介して，駒場生活の楽しさと学習への厳しさを垣間見

一29
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たい。

○国語ほ色々な科目の基礎になる言葉を扱う教科なので，深く切込みたいし，自分も考え生徒に

も考えさせたい。授業中こちらからほしゃべらず，生徒が目で読み頭で考えて纏めた事をノート

する等，生徒にできる丈やらせる事を主眼としている。従って一人一人積極的に立向ってくれば

よいが，子供自身国語に興味がない，勉強しないとなると具合が悪い。しかし3年生を普段見て

いると，おとなしいし，よく学習している。積極的な発言ほ少いが，指名すると良い応えが返っ

てくるので悪い結果にほならないだろう。

○体育にほ身体を鍛えると同時に身体を通じて大事な物を育てる意義がある。例えばバレーボー

ルでほ，ポ叩ルを通じてお互の話合い協力を前面に打出した授業を進めたい。ボールを言菓とし

て意志の疎通ができる事を理解して欲しい。

○技術で菊の栽培を行ったが，狙いは晴耕雨読方式で，一方でほ学習に励み，こちらほ自然に親

しみ植物を相手に楽しみながら而も原理をおさえた勉強が大事。害虫の駆除でも，理科で学習し

た虫の習性から防禦法を考えるという観点で指導しているが，その辺の関連が仲々うまくいかな

い。

次に父母の意見質問と先生のお話から・‥‥・。

○駒場の教育は自主性を重んじる。その重要性ほ分かるが，自主性ほドリルなり色々な形で体系

的に詰め込んでいかないと．出てこないのでほないか。

○子供に自主性の出ない場合にほどうしたらよいか。

○今迄の経験でほ，まわりでああしろこうしろと言っても本人がその気にならなければ恐らくど

うにもならない。不親切なようだが。又もし問題があれば，生徒自身が言って来るように解いた

い。

○自主性ほ教育なしにほ育たないが，いつ迄も二人三脚なり，両親に挟まれて進むのでほ困る。

子供に意欲がない場合，親と教師が話合いの根源を突止め，その子供に向いたやり方を考えたい。

終りに，駒場の教育に是非望みたい事として，次のような発言があった。

○個々の学科の事ほ素質の有る子供達が立派な先生方に御指導頂いてこれ以上申し上げる事もな

いが将来子供達が仲間を蹴落して進む事なく，気宇を宏大に持ち協力し合い，社会の発展に寄与

出来るよう，集団生活を通じてそんな面でも御指導解いたい。又子供達の真剣な学習態度と実社

会へのとっかかりに断絶がないよう，社会人類への貢献という目標に焦点を合わせ，実社会とも

関連して自覚づけるような指導も御配慮解いたい。例えば永い休暇の活用面でも先生方からも少

し前へ出て頂きたい。 （中3 編集委員）
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